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令和４年度第４回独立行政法人都市再生機構 

事業評価監視委員会の開催等について 

 

独立行政法人都市再生機構では、令和５年３月 13 日に令和４年度第４回事業評価監視委員

会を開催しましたので、その開催概要等についてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せは下記へお願いします。 

【事業評価について】 

本社 経営企画部 投資管理課 

    （電話）０４５－６５０－０３８１ 

【事業実施基準適合検証について】 

本社 都市再生部 事業企画室 

    事業企画課 

（電話）０４５－６５０－０３８２ 

 本社 広報室 報道担当 

    （電話）０４５－６５０－０８８７ 
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開催概要等 

 

１ 令和４年度第４回事業評価監視委員会の開催概要 

(1) 開催日等 

  ① 日  時：令和５年３月 13 日（月） 14:00～15:20 

  ② 開催場所：独立行政法人都市再生機構 会議室 

（八重洲ファーストフィナンシャルビル 18 階） 

(2) 事業評価監視委員会委員 

・岩沙 弘道  （三井不動産株式会社代表取締役会長） 

・岡 絵理子  （関西大学環境都市工学部教授） 

・楓  千里  （國學院大學観光まちづくり学部教授） 

・河島  均  （元東京都技監） 

・岸井 隆幸  （政策研究大学院大学客員教授） 

・清野 由美  （ジャーナリスト） 

・澤野 正明  （弁護士） 

・谷口  守  （筑波大学システム情報系社会工学域教授） 

・深尾 精一         （首都大学東京名誉教授） 

（五十音順・敬称略。所属・役職は開催当時のもの。） 

    

(3) 議事 

 ① 審議内容（都市再生事業実施基準の適合検証）の説明 

都市再生事業実施基準の適合検証対象事業１件（２事業）に関して、事業の実施概要

及び適合検証結果について、都市再生機構から説明した。 

 ② 審議（都市再生事業実施基準の適合検証） 

   検証結果に係る評価があった。 

 

２ 都市再生事業の実施基準適合検証結果及び事業評価監視委員会の評価について 

(1) 今回の委員会において、計１地区（２事業）の都市再生事業実施基準適合検証結果に

ついて評価を行った。検証結果及び委員会の評価は、当該地区の事業着手後に公開す

る。 

(2) これまでの委員会において審議した都市再生事業のうち、事業に着手したことによ

り新たに公開する都市再生事業の実施基準適合検証結果及び委員会の評価は以下の

とおり。 

地区名 所在地 審議年月及び検証結果等 ページ 

愛宕山周辺地区（Ｆ・Ｇ地区） 
東京都 

港区 

審議年月：平成 29 年 12 月 

【別紙１-①】のとおり 
P４～P23 

渋谷二丁目西地区 
東京都 

渋谷区 

審議年月：令和３年６月 

【別紙１-②】のとおり 
P24～P38 
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３ 事業評価監視委員会提出資料等の公開 

令和５年３月末までに都市再生機構本社、東北震災復興支援本部、東日本賃貸住宅本

部、中部支社、西日本支社及び九州支社にて閲覧に付す。 

 

 

 UR 都市機構の歩みは戦後の住宅不足解消に端を発しています。1955 年から様々なステーク

ホルダーとともに、時代時代の多様性に即し、安全・安心・快適なまちづくり・くらしづく

りを通して、「人が輝く“まち”」の実現に貢献してまいりました。そしてこれからも、変化

する社会課題に挑戦し続けることで皆さまにお応えし、「人が輝く”まち”」づくりに不可欠

な存在でありたいと考えております。これまで培ってきた持続可能なまちづくりのノウハウ

をいかし、都市再生事業・賃貸住宅事業・災害復興支援・海外展開支援に全力で取り組んで

まいります。 

https://www.ur-net.go.jp/ 
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都市再生事業実施基準適合検証調書 

地 区 名 愛宕山周辺地区（Ｆ・Ｇ地区） 

 目 的 民間都市再生事業の支援 

 所 在 東京都港区愛宕一丁目 

 地 区 面 積 約 0.6ha 

 検 証 年 度 平成 29 年度 

地

区

概

要 

位 置 

・ 交 通 条 件 

東京メトロ日比谷線「神谷町駅」徒歩５分 

東京メトロ銀座線「虎ノ門駅」徒歩７分 

従 前 の 状 況 

【用途地域等】 商業地域(600/80)、第二種住居地域(400/60)、 

再開発等促進区を定める地区計画（愛宕地区） 

「環状２号線周辺地区まちづくりガイドライン」策定 

【土地利用状況】 業務・商業・住宅用途 

事 業 の 

経 緯 

平成 21 年 11 月 土地取得 （平成 22 年 3 月適合検証） 

平成 24 年 3 月 「環状２号線周辺地区まちづくりガイドライン」策定 

平成 25 年 12 月 愛宕山周辺地区まちづくり協議会設立 

平成 26 年 11 月 個別地区の事業化検討のため、Ｆ・Ｇ地区、Ｉ地区

部会を立ち上げ 

平成 27 年 9 月 Ｉ地区が国家戦略特区指定受け都市計画決定 

平成 29 年 9 月 Ｆ・Ｇ地区部会より再開発の施行にかかる要請文

を受領 

平成 29 年 12 月 港区より再開発の施行に係る文書を受領 

そ の 他  

計 画 諸 元 

【事業手法】 

 市街地再開発事業 

【計画概要】 

「都市再生緊急整備地域」や「愛宕地区地区計画」に指定されている

当該地区において、愛宕山の歴史的・文化的環境を保全しつつ、土

地の合理的かつ健全な土地利用と都市機能の更新を図り、住宅・商

業・業務が一体となった計画的複合市街地を形成することで、国際ビ

ジネス拠点機能の強化に向けた取組を支援する。 

 

敷地面積 延床面積 主要用途 

約 5,830 ㎡ 約 38,200 ㎡ 住宅・商業・業務 
 

【別紙１-①】 
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地 区 名 愛宕山周辺地区（Ｆ・Ｇ地区） 

都
市
再
生
事
業
実
施
基
準
へ
の
適
合
状
況 

民

間

都

市

再

生

事

業

の

支

援 

国の関与する計

画 

・特定都市再生緊急整備地域 

「東京都心・臨海地域」（H24.1指定） 

・基本的な方針として、「生活環境を備えた国際的なビジネ

ス・交流拠点の整備」、「交通結節機能の強化」が定められ

ている。 

適
合 

地方公共団体の

意向 

港区からの文書に 

・特定都市再生緊急整備地域である東京都心・臨海地域（環

状二号線新橋周辺・赤坂・六本木）の地域整備方針に資する

事業の推進 

・地区計画に位置付けられた、愛宕山に残された緑と歴史的

文化的環境の保全、愛宕山の眺望等の確保、都心周辺部に

相応しい土地の高度利用を進めることにより定住人口の回

復を図る居住機能の導入と、子育て世帯の増加に対応した

子育て支援施設の整備 

・まちづくりマスタープランに位置付けている、斜面緑地の保

全に配慮した崖や擁壁の安全性の向上 

以上のため、まちづくり協議会を支援してきた UR の施行権

能に基づく事業実施に同意 

との記載があり、妥当と判断 

適
合 

地権者等の意向 

愛宕山周辺地区まちづくり協議会 F・G 地区部会からの要請

文に 

・地区計画区域内の他地区との調整や、先行支出は民間事

業者で行うにはリスクが大きい 

・地区内の地権者調整を行うには、豊富な施行実績を有し、

中立公平な立場で事業推進できるＵＲの施行権能が必要で

あるため、機構による市街地再開発事業の施行を要請 

との記載があり、妥当と判断 

適
合 

政策実現効果 

・愛宕山に残された緑と歴史的・文化的環境を保全し、公園

機能の整備を図るとともに、斜面の安全性の向上を実現（約

1.2ha） 

・斜面緑地の保全に配慮した崖や擁壁の安全性の向上 

・定住人口の回復を図る居住機能を導入（分譲住宅約 360

戸・約 970 人相当）するとともに、商業・業務機能が複合した

市街地の形成 

・子育て支援施設（認可保育園等 400 ㎡以上）の整備 

・周辺市街地と連携する歩行者ネットワークの整備（60ｍ） 

適
合 
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民間事業者支援

の内容 

・イ）事業の長期化のおそれがある等の事業に内在するリス

クが軽減されること 

⇒計画策定に当たっての敷地条件の難易度が高く、周辺関

係者との調整も多いこと、地権者の合意形成が必要であるこ

とにより、事業が長期化するリスクがあり、URが施行者にな

ることで事業完遂リスクが軽減される。 

・ロ）機構の有する中立性・公平性の活用が図られることに該

当 

⇒本事業の推進には、属性の異なる地権者間の合意形成や

行政との調整が必要となるため、機構が持つ中立性・公立性

が必要。 

適
合 

機構に代わる民

間事業者公募の

実施 

・地権者からの文書に、地区内の地権者調整を行うには中立

公平な立場で事業推進できる機構の施行権能が必要と記載

されており、機構に代わる民間事業者を公募することについ

て、地権者からの同意が得られないため、公募は実施しな

い。 

適
合 

事業の採算性 
・事業実施に伴う想定キャッシュフローの正味現在価値及び

事業収支はともに適正に確保されている 

適
合 

確認結果 適合 

上記検証結果に対する事業評

価監視委員会の評価 

都市再生事業実施基準に従い、適切に検証が行われている。 

なお、引き続き愛宕山周辺地区のコーディネーターとして、良好な環

境形成に努めること。 
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   愛宕山周辺地区（Ｆ・Ｇ地区） 

位 置 図

 
 

区 域 図 

 

 

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（空間データ基盤）、数値地図 2500（空間基盤データ）及び基盤地図情報を使用した。

（承認番号 平 29 情使、第 178 号） 

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（空間データ基盤）、数値地図 2500（空間基盤データ）及び基盤地図情報を使用した。

（承認番号 平 29 情使、第 178 号） 
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心

周
辺

部
に

ふ
さ

わ
し

い
土

地
の

高
度

利
用

、
定

住
人

口
の

回
復

を
図

る
居

住
機

能
を

導
入

○
愛

宕
山

の
眺

望
や

山
頂

の
開

放
性

（
神

社
へ

の
圧

迫
感

）
に

配
慮

し
て

容
積

率
・
高

さ
を

定
め

る
○

建
築

物
の

更
新

や
空

地
の

整
備

に
併

せ
愛

宕
山

の
崖

等
の

改
修

・
改

良
を

行
い

、
安

全
性

を
確

保

F
地

区

H
地

区
G
地

区

Ｅ
地

区※
当

該
情

報
は

平
成

29
年

12
月

12
日

の
審

議
時

点
の

情
報

で
、

現
在

公
表

さ
れ

て
い

る
情

報
と

異
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
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３
．

区
域

図

4

■
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
概

要

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
範

囲

都
市

計
画

提
案

の
区

域

Ｕ
Ｒ

保
有

地

地
区

名
敷

地
面

積

Ｅ
地

区
約

11
,7

00
㎡

Ｆ
地

区
約

3,
20

0㎡

Ｇ
地

区
約

89
0㎡

Ｈ
地

区
約

2,
08

0㎡

Ｉ地
区

約
6,

47
0㎡

E・
F・

G・
H・

I

E・
F・

G・
H

愛
宕

ｸ
ﾞﾘ

ｰ
ﾝ
ﾋ
ﾙ

ｽ
ﾞ環

２
Ⅲ

街
区

Ｅ
地

区

Ｆ
地

区

I 
地

区

H
地

区

Ｇ
地

区

2,
88

5m
2
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４
．

地
区

の
現

況

■
施
行
区
域

Ｆ
地

区Ｇ
地

区

地
区
名

愛
宕
山
周
辺
地
区
（
F・
G地
区
）

地
区
面
積

約
０
.6
ha

地
権
者

６
名
（
うち
１
件
は
区
分
所
有
）

5

- 13 -



7
関
係
者

意
向

Ｅ
地
区
地
権
者

周
辺
開
発
に
よ
る
、地
区
計
画
に
則
った
愛
宕
山
の
環
境
整
備
を
想
定

Ｈ
地
区
地
権
者

Ｅ
・Ｆ
・Ｇ
地
区
と一
体
で
都
市
計
画
提
案
す
る
こと
に
同
意
。事
業
は
オ
リン
ピッ

ク後
に
単
独
で
実
施
。

Ｉ
地
区
地
権
者

国
家
戦
略
特
区
の
指
定
を
受
け
、Ｈ
27
.9
に
先
行
して
都
市
計
画
決
定

地
元
協
議
会

（
F・
G
部
会
）

◆
地
区
計
画
区
域
内
の
都
市
計
画
提
案
に
む
け
た
地
区
間
調
整
や
先
行
支
出

は
、民
間
事
業
者
に
は
リス
クが
大
き
い

◆
地
区
内
の
地
権
者
調
整
を
行
うに
は
、豊
富
な
施
行
実
績
を
有
し、
中
立
公

平
な
立
場
で
事
業
が
推
進
で
き
る
者
が
必
要

以
上
か
ら、
これ
ま
で
Ｆ
・Ｇ
部
会
の
事
務
局
とし
て
再
開
発
事
業
の
検
討
を
中

心
的
に
支
援
して
き
た
Ｕ
Ｒ
に
対
し、
再
開
発
事
業
の
施
行
を
要
請
。（
機
構

に
代
わ
る
民
間
事
業
者
の
公
募
に
は
同
意
しな
い
）

港
区

◆
上
位
計
画
に
資
す
る
事
業
の
推
進
を
期
待

◆
ま
ち
づ
くり
協
議
会
を
支
援
して
き
た
UR
が
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
を
予

定
す
る
こと
に
同
意

５
．

関
係

者
の

意
向

6
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神
谷
町
へ

参 道

7
６

．
U

R
の

役
割

と
政

策
実

現
効

果

7

愛
宕
山
の
景
観
・
環
境
保
全
と
公
園
機
能
（
約
1
.2
h
a
）
の
整
備

に
つ
い
て
計
画
策
定
と
協
議
会
で
の
事
業
者
間
調
整
の
実
施

○
都

市
計

画
フ

レ
ー

ム
の

策
定

と
調

整

F
地
区

G
地
区

Ｈ
地
区

参
道

付
近

の
高

さ
・容

積
を

抑
え

る
こ

と
で

愛
宕

山
へ

の
眺

望
の

確
保

と
開

か
れ

た
参

道
空

間
の

実
現

を
図

る
べ

く
、

協
議

会
に

お
い

て
整

備
計

画
の

策
定

に
向

け
た

調
整

を
実

施
。

約
5
0
m

約
3
3
m

約
3
3
m

①
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
参
道
の
整
備

②
広
場
、
眺
望
点
等
の
境
内
の
整
備

③
斜
面
の
安
全
対
策
及
び
自
然
環
境
の
保
全

○
愛

宕
山

の
整

備
内

容
と

役
割

分
担

の
調

整
を

実
施

広
場

眺
望
点

空
地

た
ま
り

愛
宕

山
山

頂
部

整
備

FG
H

Iで
役

割
調

整
中

I 
地

区
で

整
備

F
G
・H

地
区

で
整

備

①
高
さ
・
容
積
・
壁
面
位
置
等
の
指
定

②
公
共
空
地
、
歩
行
者
通
路
等
の
指
定

③
愛
宕
下
通
り
沿
道
、
参
道
の
賑
わ
い
形
成

※
当

該
情

報
は

平
成

29
年

12
月

12
日

の
審

議
時

点
の

情
報

で
、

現
在

公
表

さ
れ

て
い

る
情

報
と

異
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
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○
Ｆ

・
Ｇ

地
区

に
、

ま
と

ま
り

あ
る

広
場

空
間

を
整

備
し

、
愛

宕
山

へ
の

眺
望

の
確

保
と

開
か

れ
た

参
道

空
間

の
実

現
。

建
物

低
層

部
に

は
賑

わ
い

機
能

を
導

入
。

○
参

道
（
区

道
）
の

美
装

化
を

実
施

愛
宕
山
の
開
か
れ
た
参
道
空
間
の
実
現

△
整

備
イ

メ
ー

ジ

E
地

区
（
愛

宕
山

・
愛

宕
神

社
）

男 坂

愛 宕 神 社

参 道 空 間

Ｇ
地

区
（
低

層
街

区
）

Ｆ
地

区
（
高

層
街

区
）

参
道
と
一
体
と
な
っ
た

広
場
空
間

地
区

広
場

の
整

備
地

区
広

場
の

整
備

周
辺
市
街
地
か
ら
の

愛
宕
山
へ
の
眺
望
確
保

Ｈ
地

区

「
愛

宕
山

の
景

観
保

全
」

（
男

坂
・
女

坂
へ

の
眺

望
確

保
）

Ｆ
地

区
Ｇ

地
区

※
計

画
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

関
係

機
関

（
東

京
都

・
港

区
・
警

視
庁

等
）
と

協
議

の
上

、
決

定
し

て
い

き
ま

す
。

計
画

内
容

は
、

今
後

の
検

討
に

よ
っ

て
変

更
す

る
場

合
が

あ
り
ま

す
。

■
か

つ
て

の
参

道
空

間
の

様
子

■
現

在
の

参
道

空
間

■
参

道
空

間
整

備
イ

メ
ー

ジ

8

６
．

U
R

の
役

割
と

政
策

実
現

効
果

※
当

該
情

報
は

平
成

29
年

12
月

12
日

の
審

議
時

点
の

情
報

で
、

現
在

公
表

さ
れ

て
い

る
情

報
と

異
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
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○
愛

宕
山

の
斜

面
等

の
改

修
に

よ
り

、
地

区
全

体
の

安
全

性
を

確
保

（
平

成
2
9
年

３
月

に
、

Ｆ
・
Ｇ

地
区

の
敷

地
の

一
部

を
含

む
愛

宕
山

の
斜

面
が

土
砂

災
害

防
止

法
の

特
別

警
戒

区
域

（
＝

レ
ッ

ド
ゾ

ー
ン

）
等

に
指

定
さ

れ
、

防
災

上
の

観
点

か
ら

安
全

対
策

の
必

要
性

・
位

置
づ

け
が

高
ま

っ
た

）

○
整

備
に

向
け

、
東

京
都

河
川

局
、

他
の

事
業

者
と

の
調

整
を

実
施

○
土

砂
災

害
防

止
法

特
別

警
戒

区
域

等
の

指
定

範
囲

愛
宕
山
の
斜
面
の
安
全
性
の
向
上

Ｆ
地
区

Ｈ
地
区

Ｇ
地
区

Ｅ
地
区

レ
ッ

ド
ゾ

ー
ン

イ
エ

ロ
ー

ゾ
ー

ン

○
斜

面
安

全
対

策
イ

メ
ー

ジ

9

６
．

U
R

の
役

割
と

政
策

実
現

効
果

※
当

該
情

報
は

平
成

29
年

12
月

12
日

の
審

議
時

点
の

情
報

で
、

現
在

公
表

さ
れ

て
い

る
情

報
と

異
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
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7 10

６
．

U
R

の
役

割
と

政
策

実
現

効
果

○
市

街
地

再
開

発
事

業
に

よ
り

高
度

利
用

（
Ｆ

・
Ｇ

地
区

で
約

1
,0

6
0
％

）
を

実
現

○
３

６
０

戸
（
約

９
７

０
人

相
当

）
の

住
宅

供
給

○
子

育
て

支
援

施
設

（
認

可
保

育
園

等
4
0
0
㎡

以
上

）
の

導
入

都
心
周
辺
部
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
の
高
度
利
用

定
住
人
口
の
回
復
と
子
育
て
支
援
機
能
の
整
備

○
良

質
な

都
市

型
居

住
機

能
イ

メ
ー

ジ
○

子
育

て
支

援
機

能
イ

メ
ー

ジ

※
当

該
情

報
は

平
成

29
年

12
月

12
日

の
審

議
時

点
の

情
報

で
、

現
在

公
表

さ
れ

て
い

る
情

報
と

異
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
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７
．

再
開

発
事

業
の

概
要

①

面
積

事
業
前

事
業
後

宅
地

0.
41
ha

0.
37
ha

公
共
用
地

0.
17
ha

0.
21
ha

合
計

0.
58
ha

0.
58
ha

■
事
業
概
要
（
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
）

(1
)施
行
者

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

(2
)区
域
面
積

約
0.
6h
a

(3
)権
利
者
数

(4
)事
業
期
間

Ｈ
32
～
Ｈ
38
年
度

(5
)土
地
利
用
計
画

土
地
所
有
者

借
地
権
者
（
参
考
）
借
家
人

６
件

０
件

３
０
件

11

（
6）
計
画
緒
元

地
区
名

F地
区

G
地
区

敷
地
面
積

約
2,
88
0㎡

約
78
0㎡

計
画
容
積
率

1,
30
0%

10
0%

主
要
用
途

住
宅
・事
務
所
・店
舗
等

店
舗
等
、寺
院

容
積
対
象

床
面
積

約
37
,4
40
㎡

約
78
0㎡

戸
数

36
0戸

（
約
97
0人
相
当
）

竣
工
予
定

H3
6年
度

（
20
24
年
度
）

H3
8年
度

（
20
26
年
度
）

※
当

該
情

報
は

平
成

29
年

12
月

12
日

の
審

議
時

点
の

情
報

で
、

現
在

公
表

さ
れ

て
い

る
情

報
と

異
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
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12

７
．

再
開

発
事

業
の

概
要

②

 敷
地

境
界

駐
車

場
・
駐

輪
場

等

事
務

所

住
宅

賑
わ

い
施

設

子
育

て
支

援
施

設

敷
地

境
界

敷
地

境
界

敷
地

境
界

約
1
5
0
m

愛
宕

神
社

参
道

快
適
な
都
市
型
住
宅

（
保
留
床
）

快
適
な
都
市
型
住
宅

（
保
留
床
）

従
前
の
地
権
者
の
取
得
を

想
定
し
た
業
務
機
能

従
前
の
地
権
者
の
取
得
を

想
定
し
た
業
務
機
能

■
用
途
構
成
イメ
ー
ジ

○
U

R
は

床
を

取
得

せ
ず

保
留

床
は

民
間

事
業

者
に

譲
渡

○
高

額
分

譲
住

宅
で

あ
り

、
民

間
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
十

分
に

商
品

企
画

に
反

映
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
（
都

市
計

画
決

定
後

）
で

き
る

限
り

早
期

に
取

得
者

（
特

定
事

業
参

加
者

・
特

定
業

務
代

行
者

等
）
を

決
定

予
定

■
民
間
事
業
者
との
連
携

Ｆ
地

区
Ｇ

地
区

※
当

該
情

報
は

平
成

29
年

12
月

12
日

の
審

議
時

点
の

情
報

で
、

現
在

公
表

さ
れ

て
い

る
情

報
と

異
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
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13

■
事
業
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル

８
．

事
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

平
成

2
9

年
度

（
2
0
1
7
）

平
成

3
0

年
度

（
2
0
1
8
）

平
成

3
1

年
度

（
2
0
1
9
）

平
成

3
2

年
度

（
2
0
2
0
）

平
成

3
3

年
度

（
2
0
2
1
）

平
成

3
4

年
度

（
2
0
2
2
）

平
成

3
5

年
度

（
2
0
2
3
）

平
成

3
6

年
度

（
2
0
2
4
）

平
成

3
7

年
度

（
2
0
2
5
）

平
成

3
8

年
度

（
2
0
2
6
）

Ｆ 地 区 工 事 着 工

Ｆ 地 区 竣 工

本
体
工
事

再 開 発 等 促 進 区 ・ 都 市 計 画 提 案

都 市 計 画 決 定

事 業 計 画 認 可

本
体

工
事

権 利 変 換 計 画 認 可

Ｇ 地 区 工 事 着 工

Ｇ 地 区 竣 工 ・ 事 業 完 了

民 間 事 業 者 公 募

※
当

該
情

報
は

平
成

29
年

12
月

12
日

の
審

議
時

点
の

情
報

で
、

現
在

公
表

さ
れ

て
い

る
情

報
と

異
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
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９
．

検
証

結
果

14

○
民

間
都

市
再

生
事

業
の

支
援

①

国
の

関
与

す
る

計
画

・
特

定
都

市
再

生
緊

急
整

備
地

域
「
東

京
都

心
・
臨

海
地

域
」（

H2
4.

1指
定

）

・
基

本
的

な
方

針
と

し
て

、
「
生

活
環

境
を

備
え

た
国

際
的

な
ビ

ジ
ネ

ス
・交

流
拠

点
の

整
備

」、
「
交

通
結

節
機

能
の

強
化

」が
定

め
ら

れ
て

い
る

。

適
合

地
方

公
共

団
体

の
意

向
港

区
か

ら
の

文
書

に

・
特

定
都

市
再

生
緊

急
整

備
地

域
で

あ
る

東
京

都
心

・
臨

海
地

域
（環

状
二

号
線

新
橋

周
辺

・
赤

坂
・
六

本
木

）の
地

域
整

備
方

針
に

資
す

る
事

業
の

推
進

・
地

区
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た
、

愛
宕

山
に

残
さ

れ
た

緑
と

歴
史

的
文

化
的

環
境

の
保

全
、

愛
宕

山
の

眺
望

等
の

確
保

、
都

心
周

辺
部

に
相

応
し

い
土

地
の

高
度

利
用

を
進

め
る

こ
と

に
よ

り
定

住
人

口
の

回
復

を
図

る
居

住
機

能
の

導
入

と
、

子
育

て
世

帯
の

増
加

に
対

応
し

た
子

育
て

支
援

施
設

の
整

備

・
ま

ち
づ

く
り

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
に

位
置

付
け

て
い

る
、

斜
面

緑
地

の
保

全
に

配
慮

し
た

崖
や

擁
壁

の
安

全
性

の
向

上

以
上

の
た

め
、

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
を

支
援

し
て

き
た

機
構

の
施

行
権

能
に

基
づ

く
事

業
実

施
に

同
意

と
の

記
載

が
あ

り
、

妥
当

と
判

断

適
合

地
権

者
等

の
意

向
愛

宕
山

周
辺

地
区

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
F
・
G

地
区

部
会

か
ら

の
要

請
文

に
・
地

区
計

画
区

域
内

の
他

地
区

と
の

調
整

や
、

先
行

支
出

は
民

間
事

業
者

で
行

う
に

は
リ

ス
ク

が
大

き
い

・
地

区
内

の
地

権
者

調
整

を
行

う
に

は
、

豊
富

な
施

行
実

績
を

有
し

、
中

立
公

平
な

立
場

で
事

業
推

進
で

き
る

機
構

の
施

行
権

能
が

必
要

で
あ

る
た

め
、

機
構

に
よ

る
市

街
地

再
開

発
事

業
の

施
行

を
要

請
と

の
記

載
が

あ
り

、
妥

当
と

判
断

適
合
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９
．

検
証

結
果

確
認
結
果

適
合

15

○
民

間
都

市
再

生
事

業
の

支
援

②

政
策

実
現

効
果

・
愛

宕
山

に
残

さ
れ

た
緑

と
歴

史
的

・文
化

的
環

境
を

保
全

し
、

公
園

機
能

の
整

備
を

図
る

と
と

も
に

、
斜

面
の

安
全

性
の

向
上

を
実

現
（約

1.
2h

a）
・
斜

面
緑

地
の

保
全

に
配

慮
し

た
崖

や
擁

壁
の

安
全

性
の

向
上

・
定

住
人

口
の

回
復

を
図

る
居

住
機

能
を

導
入

（
分

譲
住

宅
約

36
0戸

・
約

97
0人

相
当

）す
る

と
と

も
に

、
商

業
・
業

務
機

能
が

複
合

し
た

市
街

地
の

形
成

・
子

育
て

支
援

施
設

（
認

可
保

育
園

等
40

0㎡
以

上
）の

整
備

・
周

辺
市

街
地

と
連

携
す

る
歩

行
者

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
（6

0ｍ
）

適
合

民
間

事
業

者
支

援
の

内
容

イ
）
事

業
の

長
期

化
の

お
そ

れ
が

あ
る

等
の

事
業

に
内

在
す

る
リ

ス
ク

が
軽

減
さ

れ
る

こ
と

⇒
計

画
策

定
に

当
た

っ
て

の
敷

地
条

件
の

難
易

度
が

高
く
、

周
辺

関
係

者
と

の
調

整
も

多
い

こ
と

、
地

権
者

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
こ

と
に

よ
り

、
事

業
が

長
期

化
す

る
リ

ス
ク

が
あ

り
、

機
構

が
施

行
者

に
な

る
こ

と
で

事
業

完
遂

リ
ス

ク
が

軽
減

さ
れ

る
。

ロ
）
機

構
の

有
す

る
中

立
性

・公
平

性
の

活
用

が
図

ら
れ

る
こ

と
に

該
当

⇒
本

事
業

の
推

進
に

は
、

属
性

の
異

な
る

地
権

者
間

の
合

意
形

成
や

行
政

と
の

調
整

が
必

要
と

な
る

た
め

、
機

構
が

持
つ

中
立

性
・公

平
性

が
必

要
。

適
合

機
構

に
代

わ
る

民
間

事
業

者
公

募
の

実
施

・
地

権
者

か
ら

の
文

書
に

、
地

区
内

の
地

権
者

調
整

を
行

う
に

は
中

立
公

平
な

立
場

で
事

業
推

進
で

き
る

機
構

の
施

行
権

能
が

必
要

と
記

載
さ

れ
て

お
り

、
機

構
に

代
わ

る
民

間
事

業
者

を
公

募
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

地
権

者
か

ら
の

同
意

が
得

ら
れ

な
い

た
め

、
公

募
は

実
施

し
な

い
。

適
合

事
業

採
算

性
・
事

業
実

施
に

伴
う

想
定

キ
ャ

ッ
シ

ュ
フ

ロ
ー

の
正

味
現

在
価

値
及

び
事

業
収

支
は

と
も

に
適

正
に

確
保

さ
れ

て
い

る
適

合
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都市再生事業実施基準適合検証調書 

地 区 名 渋谷二丁目西地区 

 目 的 民間都市再生事業の支援 

 所 在 東京都渋谷区渋谷二丁目 

 地 区 面 積 約 2.3ha 

 検 証 年 度 令和 3 年度 

地

区

概

要 

位 置 

・ 交 通 条 件 

JR、京 王 井の頭線、東 急 東横 線・田 園都 市線 、東 京メトロ銀 座線・ 半蔵 門

線・副都心線「渋谷駅」から徒歩 5 分 

従 前 の 状 況  

【 用 途 地 域 等 】 

 

【 土 地 利 用 状 況 】 

商業地域（80%/800%、700%）、防火地域 

地区計画【渋谷駅東口地区】 

業務・商業用途 

事 業 の 

経 緯  

平成 28 年 11 月 

平成 30 年  1 月 

平成 31 年  2 月 

渋谷二丁目西地区市街地再開発協議会設立 

渋谷二丁目西地区市街地再開発準備組合設立 

準備組合と東京建物・UR の間で事業協力協定締結 

そ の 他  

計 画 諸 元 

【事業手法】 

 第一種市街地再開発事業（UR は参加組合員として参加） 

 

【計画概要】 

 ①土地利用計画 

  従前 従後 

公共用地 0.88ha 0.83ha 

宅地 1.40ha 1.45ha 

 

 ②建物計画 

事  項 現行計画 

建築敷地面積 約 14,500 ㎡ 

延床面積 約 259,200 ㎡ 

用途 事務所、店舗、バスターミナル等 

   

 

  

【別紙１-②】 
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地 区 名 渋谷二丁目西地区 

都
市
再
生
事
業
実
施
基
準

適
合
状
況 

民

間

都

市

再

生

事

業

の

支

援 

国 の 関 与 す る

計画 
特定都市再生緊急整備地域「渋谷駅周辺地域」（H24年1月指定） 

適
合 

地方公共団体の

意向 

渋谷区からの要請文に「公的機関である貴機構に対し、当区と連

携しながら、中立・公平性のある調整力、様々な事業ノウハウ及

び実施権能を活用していただきたく、御照会のあった都市再生事

業の実施などの推進を要請」との記載があり、妥当と判断 

適
合 

地権者等の意向 

準備組合からの要請文に「バスターミナルについては、都市施設

とした上で、渋谷駅周辺の既存施設と連携させ、一体的に運営す

ることが求められているため、公的機関である貴機構に事業へ参

画いただき、当組合の事業の実現へのご協力をお願いするもの

です。また、貴機構におかれては、バスターミナルの床を取得す

る保留床取得予定者となり、バスターミナルの安定的な稼働や一

定の成果が確認されるまでの間、床を保有して支えるとともに、管

理運営にご協力いただきますよう併せてお願いいたします。」 と

の記載があり、妥当と判断 

適
合 

政策実現効果 

（１）国際競争力強化に資する都市機能の集積 

（２）渋谷駅周辺基盤の再編 

   ・複数バスターミナルの整備による交通結節機能の強化 

（３）民間建設投資の誘発 

適
合 

民間事業者支援

の内容 

＜イ．事業の長期化のおそれがある等の事業に内在するリスク

が軽減されること＞ 

 保留床処分やバスターミナル施設の立ち上がり支援について民

間事業者とリスクシェアすることにより、組合及び民間事業者が

負うリスクを軽減 

適
合 

機構に代わる民

間事業者公募の

実施 

準備組合からの要請文に「当準備組合には、既に事業協力者とし

ての民間事業者が存しており、かつ遅滞なく円滑な事業実施を望

むため、独立行政法人都市再生機構業務方法書第２条の５第１

項第６号に基づく公募につきましては、同意しないものとします。」 

との記載があり、公募は実施しない。 

適
合 

事業の採算性 
・事業実施に伴う想定キャッシュフローの正味現在価値（割引率

４％）及び事業収支はともに適正に確保されている。 

適
合 

確認結果 適 合 

上記検証結果に対する事業

評価監視委員会の評価 

都市再生事業実施基準に従い、適切に検証が行われている。 

バスターミナルの整備にあたっては、市街地再開発事業を通じて、利用者の

利便性にも配慮し、地区外との接続も含めた適切な動線計画や施設計画と

なるよう努力すること。 
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渋谷二丁目西地区 

位 置 図 

区 域 図 
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渋
谷
二
丁
目
西
地
区

（
市
街
地
再
開
発
事
業
（
参
加
組
合
員
と
し
て
組
合
施
行
再
開
発
へ
の
参
画
）
）

令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
度
第
１
回
事
業
評
価
監
視
委
員
会

都
市
再
生
事
業
実
施
基
準

検
証
結
果

令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
６
月
８
日

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

※
当
該
情
報
は
令
和
３
年
６
月
８
日
の
審
議
時
点
の
情
報
で
、
現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
情
報
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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N

渋
谷

駅
東

口
地

区
計

画

特
定

都
市

再
生

緊
急

整
備

地
域

渋
谷

区
渋

谷
二

丁
目

西
地

区
(土

地
有

効
利

用
事

業
)

2
0

1
8

(Ｈ
3

0
).

9
適

合
検

証
済

渋
谷

駅

渋
谷

二
丁

目
西

地
区

（
市

街
地

再
開

発
事

業
・

組
合

施
行

）

任
意

共
同

化
事

業
（

東
京

建
物

）
渋

谷
ヒ

カ
リ

エ

渋
谷

ス
ト

リ
ー

ム

渋
谷

ス
ク

ラ
ン

ブ
ル

ス
ク

エ
ア

渋
谷

フ
ク

ラ
ス

渋
谷

マ
ー

ク
シ

テ
ィ

©
IN

C
R

E
M

E
N

T
 P

 C
O

R
P
O

R
A
T
IO

N

１
．
位
置
図

1
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区
域

図
諸

元

所
在

地
渋

谷
区

渋
谷

二
丁

目
1
2
番

・
1
3

番
・

1
4
番

・
1
6
番

地
内

地
区

面
積

約
2
.3

h
a
（

道
路

区
域

含
む

）

地
域

地
区

等

・
商

業
地

域
、

防
火

地
域

・
指

定
容

積
率

：
8
0
0
%

・
7
0
0
%

（
平

均
7
7
5
％

）
・

特
定

都
市

再
生

緊
急

整
備

地
域

・
渋

谷
駅

東
口

地
区

地
区

計
画

2

２
．
区
域
図

【
U

R
所

有
地

】
旧

渋
谷

二
丁

目
市

街
地

住
宅

の
土

地
8
3
3
.5

4
㎡

の
共

有
持

分
の

一
部

を
取

得
（

U
R

持
分

：
土

地
全

体
の

約
4
2
％

）

2

渋
谷

二
丁

目
1
7
地

区
第

一
種

市
街

地
再

開
発

事
業

Ｃ
街

区
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〇
周
辺
地
域
で
の
街
区
再
編
お
よび
開
発
の
連
鎖
に
よる
総
合
的
な
ま
ち
づ
くり
を
推
進
し、
駅
か
ら周
辺
の
個
性
的
な
街
へ
連
続
す
る
、

に
ぎ
わ
い
と回
遊
性
の
あ
る
都
市
空
間
を
形
成

【
国

】
都

市
再

生
緊

急
整

備
地

域
の

地
域

整
備

方
針

（
2
0
1
2

(平
成

2
4
)年

１
月

）

〇
駅

改
良

や
駅

前
広

場
の

整
備

、
快

適
な

歩
行

者
空

間
の

充
実

が
進

み
、

個
性

の
あ

る
多

様
な

商
業

・
文

化
施

設
の

集
積

を
生

か
し

、
歩

い
て

楽
し

い
地

域
が

形
成

さ
れ

て
い

る
。

【
都

】
都

市
づ

く
り

の
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
（

2
0
1
7

(平
成

2
9
)年

９
月

）

（
目

指
す

べ
き

都
市

構
造

）
拠

点
の

将
来

像
【

渋
谷

】
〇

駅
か

ら
ま

ち
へ

つ
な

が
る

放
射

状
・

環
状

方
向

の
歩

行
者

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
や

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
が

進
み

、
快

適
に

楽
し

く
歩

け
る

ま
ち

が
形

成

（
分

野
別

ま
ち

づ
く

り
の

方
針

）
安

全
で

快
適

な
交

通
環

境
創

出
の

方
針

【
渋

谷
駅

周
辺

地
域

ま
ち

づ
く

り
】

〇
中

・
長

距
離

バ
ス

の
発

着
場

の
整

備

【
区

】
ま

ち
づ

く
り

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
（

2
0
1
9

(令
和

元
)年

1
2
月

）

【
戦

略
７

高
速

バ
ス

等
の

乗
降

環
境

の
創

出
】

〇
渋

谷
駅

と
近

接
し

た
高

速
バ

ス
等

の
乗

降
環

境
の

創
出

に
よ

り
、

高
速

バ
ス

や
リ

ム
ジ

ン
バ

ス
の

利
便

性
を

強
化

〇
渋

谷
駅

を
中

心
と

し
た

各
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

の
機

能
分

担
や

案
内

機
能

の
充

実
な

ど
、

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
の

連
携

を
強

化
し

、
一

体
的

な
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

の
整

備
を

目
指

す

【
区

】
渋

谷
駅

周
辺

地
域

交
通

戦
略

（
2
0
2
0

(令
和

２
)年

３
月

）

３
．
主
な
上
位
計
画
及
び
位
置
づ
け

3
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・
渋

谷
区

上
位

計
画

（
渋

谷
駅

周
辺

地
域

交
通

戦
略

/R
2
.3

策
定

）
に

お
い

て
、

高
速

バ
ス

等
の

乗
降

環
境

の
創

出
・

既
存

の
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

と
の

連
携

に
よ

り
一

体
的

な
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

整
備

を
位

置
づ

け

・
当

地
区

は
国

道
2
4
6
号

及
び

首
都

高
速

３
号

線
渋

谷
ラ

ン
プ

に
近

接
し

て
い

る
等

交
通

環
境

に
優

れ
て

お
り

、
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

を
設

け
る

の
に

適
地

。

⇒
 当

地
区

の
特

区
提

案
に

お
け

る
公

共
貢

献
施

設
と

し
て

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
（

約
5

バ
ー

ス
）

を
整

備

※
上

位
計

画
に

定
め

る
一

体
的

な
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

整
備

の
実

現
に

向
け

、
行

政
・

事
業

者
か

ら
な

る
協

議
会

を
組

成
し

、
柔

軟
か

つ
公

平
で

、
利

用
者

に
分

か
り

や
す

い
一

体
的

な
タ

ー
ミ

ナ
ル

を
目

指
し

た
運

営
連

携
を

図
る

（
U

R
が

協
議

会
の

事
務

局
と

な
る

こ
と

も
検

討
）

４
．
上
位
計
画
に
お
け
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
位
置
づ
け

4

渋
谷

駅

首
都

高
速

３
号

線

首
都

高
渋

谷
出

入
口

渋
谷

ヒ
カ

リ
エ

明 治 通 り

渋
谷

ス
ク

ラ
ン

ブ
ル

ス
ク

エ
ア 渋
谷

ス
ト

リ
ー

ム
渋

谷
駅

桜
丘

口
地

区

渋
谷

フ
ク

ラ
ス

[都
市

施
設

（
交

通
広

場
）

]
発

着
１

バ
ー

ス

渋
谷

マ
ー

ク
シ

テ
ィ

[民
間

タ
ー

ミ
ナ

ル
]

発
着

2
バ

ー
ス

一
体

的
な

タ
ー

ミ
ナ

ル
運

営
渋

谷
二

丁
目

西
地

区
[都

市
施

設
（

自
動

車
タ

ー
ミ

ナ
ル

）
]

発
着

約
5

バ
ー

ス
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本
資
料
は
都
市
再
生
特
別
地
区
の
提
案
内
容
を
模
式
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
具
体
の
施
設
計
画
は
今
後
渋
谷
区
を
始
め
と
す
る

関
係
者
と
の
協
議
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
変
更
が
生
じ
ま
す
。

５
－
１
．
都
市
再
生
特
別
地
区
の
概
要

5

※
ST

EA
M
：

Sc
ie

nc
e,

Te
ch

no
lo

gy
,E

ng
in

ee
rin

g,
Ar

t,M
at

he
m

at
ics

の
頭
文
字
を
合
わ
せ
た
造
語
。

再
開

発
任

意
の

共
同

化
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■
渋

谷
の

広
域

交
通

機
能

の
強

化
と

東
口

エ
リ

ア
に

ま
ち

の
広

が
り

を
生

む
都

市
基

盤
整

備

①
渋

谷
の

広
域

交
通

機
能

を
強

化
す

る
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

整
備

②
駅

か
ら

街
へ

回
遊

が
広

が
る

歩
行

者
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
整

備
と

道
路

環
境

改
善

③
に

ぎ
わ

い
と

憩
い

の
核

と
な

る
広

場
空

間
の

創
出

○
駅

か
ら

街
に

デ
ッ

キ
レ

ベ
ル

で
連

続
す

る
歩

行
者

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備

○
大

規
模

広
場

の
整

備
（

B
街

区
、

約
2
,2

0
0
㎡

）

５
－
２
．
都
市
再
生
特
別
地
区
の
概
要

6
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高
低

差
を

考
慮

し
た

、
渋

谷
駅

か
ら

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
へ

円
滑

に
移

動
で

き
る

よ
う

な
動

線
を

整
備

地
下

１
階

に
整

備
す

る
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

へ
利

用
者

を
誘

導
す

る
た

め
の

明
快

な
地

区
内

動
線

を
整

備

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
（

イ
メ

ー
ジ

）
敷

地
高

低
差

に
よ

る
半

地
下

に
位

置

□
地

区
内

動
線

計
画

・
サ

イ
ン

イ
メ

ー
ジ

直
通

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー直
通

E
V

５
－
３
．
渋
谷
駅
か
ら
の
動
線
計
画

7

渋
谷

駅

断
面
計
画

渋
谷
駅

西
口
エ
リ
ア

渋
谷
二
丁
目
西
地
区

※
当
該
情
報
は
令
和
３
年
６
月
８
日
の
審
議
時
点
の
情
報
で
、

現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
情
報
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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６
．
再
開
発
事
業
の
概
要

88

■
事
業
概
要
（
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
）

(1
)施
行
者

渋
谷
二
丁
目
西
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
（
20
22
年
12
月
組
合
設
立
認
可
予
定
）

(2
)区
域
面
積

約
2.
3h
a

(3
)事
業
期
間

20
22
(令
和
4)
～
20
29
(令
和
11
)年
度

(4
)計
画
諸
元
項

諸
元

敷
地
面
積

約
14
,5
00
㎡

計
画
容
積
率

約
14
10
%

主
要
用
途

事
務
所
・店
舗
・バ
ス
ター
ミナ
ル
等

延
床
面
積

約
25
9,
20
0㎡

容
積
対
象
床
面
積

約
20
3,
70
0㎡

高
さ・
階
数

地
上
41
階
・地
下
4階
、高
さ約
20
8ｍ

※
当
該
情
報
は
令
和
３
年
６
月
８
日
の
審
議
時
点
の
情
報
で
、

現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
情
報
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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年 度
2
0
2
1

Ｒ
3

2
0
2
2

Ｒ
4

2
0
2
3

Ｒ
5

2
0
2
4

Ｒ
6

2
0
2
5
～
2
0
2
9

Ｒ
7
～
1
1

2
0
3
0
～
2
0
3
9

Ｒ
1
2
～
2
1

７
．
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

9

● 工 事 着 工

● 権 利 変 換 計 画 認 可

● 工 事 竣 工

● 組 合 設 立 認 可

建
設
工
事

取
得
床
運
営

● 取 得 床 譲 渡

● 都 市 計 画 提 案

● 都 市 計 画 決 定 （ 再 開 発 事 業 、 都 市 再 生 特 別 地 区 ）

● 事 業 評 価 監 視 委 員 会

解
体

※
当
該
情
報
は
令
和
３
年
６
月
８
日
の
審
議
時
点
の
情
報
で
、

現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
情
報
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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８
．
事
業
実
施
基
準
へ
の
適
合

10

民 間 都 市 再 生 事 業 に 対 す る 支 援

国
の
関
与
す
る
計
画

特
定
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
「
渋
谷
駅
周
辺
地
域
」
（H
2
4年
1月
指
定
）

適 合

地
方
公
共
団
体
の
意
向

【
渋
谷
区
】

要
請
文
に

「
公
的
機
関
で
あ
る
貴
機
構
に
対
し
、
当
区
と
連
携
し
な
が
ら
、
中
立
・
公
平
性
の
あ
る
調

整
力
、
様
々
な
事
業
ノ
ウ
ハ
ウ
及
び
実
施
権
能
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
御
照
会
の

あ
っ
た
都
市
再
生
事
業
の
実
施
な
ど
の
推
進
を
要
請
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
妥
当
と
判
断
。

適 合

地
権
者
等
の
意
向

【
準
備
組
合
】

要
請
文
に
、

「
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ
い
て
は
、
都
市
施
設
と
し
た
上
で
、
渋
谷
駅
周
辺
の
既
存
施
設
と

連
携
さ
せ
、
一
体
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
公
的
機
関
で
あ
る
貴

機
構
に
事
業
へ
参
画
い
た
だ
き
、
当
組
合
の
事
業
の
実
現
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
貴
機
構
に
お
か
れ
て
は
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
床
を
取
得
す
る
保
留
床

取
得
予
定
者
と
な
り
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
安
定
的
な
稼
働
や
一
定
の
成
果
が
確
認
さ
れ

る
ま
で
の
間
、
床
を
保
有
し
て
支
え
る
と
と
も
に
、
管
理
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
併
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」

と
の
記
載
が
あ
り
、
妥
当
と
判
断
。

適 合

政
策
実
現
効
果

（
１
）
国
際
競
争
力
強
化
に
資
す
る
都
市
機
能
の
集
積

（
２
）
渋
谷
駅
周
辺
基
盤
の
再
編

・
複
数
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
に
よ
る
交
通
結
節
機
能
の
強
化

（
３
）
民
間
建
設
投
資
の
誘
発

適 合
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９
．
事
業
実
施
基
準
へ
の
適
合

11

民 間 都 市 再 生 事 業 に 対 す る 支 援

民
間
事
業
者
支
援
の

内
容

＜
イ
．
事
業
の
長
期
化
の
お
そ
れ
が
あ
る
等
の
事
業
に
内
在
す
る
リ
ス
ク
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と
＞

保
留
床
処
分
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
の
立
ち
上
が
り
支
援
に
つ
い
て
民
間
事
業
者
と

リ
ス
ク
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
に
よ
り
、
組
合
及
び
民
間
事
業
者
が
負
う
リ
ス
ク
を
軽
減

適 合

機
構
に
代
わ
る
民
間

事
業
者
公
募
の
実
施

【
準
備
組
合
】

要
請
文
に

「
当
準
備
組
合
に
は
、
既
に
事
業
協
力
者
と
し
て
の
民
間
事
業
者
が
存
し
て
お
り
、
か
つ

遅
滞
な
く
円
滑
な
事
業
実
施
を
望
む
た
め
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
業
務
方
法

書
第
２
条
の
５
第
１
項
第
６
号
に
基
づ
く
公
募
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
意
し
な
い
も
の
と
し
ま

す
。
」

と
の
記
載
が
あ
り
、
公
募
は
実
施
し
な
い
。

適 込

事
業
の
採
算
性

事
業
実
施
に
伴
う
想
定
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
正
味
現
在
価
値
（割
引
率
４
％
）
及
び
事
業

収
支
は
と
も
に
適
正
に
確
保
さ
れ
て
い
る

適 合

確
認
結
果

適
合
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